
“春の選抜・夏の選手権 優勝を支えた言葉たち” 

～ あ の 時 の 感 動 を も う 一 度 ～ 

「甲子園の軌跡を語る色紙展」 
 

第 52回 純真学園祭実行委員会 

 

30年以上かけ集められた、春・夏の甲子園優勝校メンバーのサインや監督の言葉が書かれた色紙

を学園祭期間中に特別展示いたします。 

 色紙は、グラウンドでのダイナミックなプレーを想起させ、勝利した時の喜びが伝わってくる筆

跡であふれています。 

KKコンビの桑田真澄・清原和博、春夏連覇の平成の怪物・松坂大輔、決勝で田中将大と投げ合っ

たハンカチ王子こと斎藤佑樹、決勝史上最速の 153Ｋｍ/ｈを記録した藤浪晋太郎など、あなたの

記憶や思い出に残るあの選手のサインも見つかるはずです。 

 

 

2014年 10月 18日（土）～19日（日）※入場無料 
場所 純真学園本館 2Ｆ（福岡市南区筑紫丘1-1-1） 

時間  10：00～17：00 （最終日 16：00迄） 

 

▼長野県松本市内で開催された展示会の様子 

 学園祭特別企画  純真学園大学・純真短期大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供者の小林雅範さん（写真・左下）が30年以上かけ集めた貴重なコレクションの数々です。

1979年夏の優勝校、和歌山県代表・簑島高校と石川県代表・星陵高校が延長18回の死闘を繰り広

げた3回戦をテレビで観戦し、これまでない感動を味わったことがきっかけだそうです。色紙を見

て、ぜひ監督や選手のエネルギーを感じ取ってください！ 

過 去 に も 新 聞 各 紙 に 紹 介 さ れ 注 目 を 集 め た 企 画 で す 

▲平成20年6月24日付 毎日新聞 

▲平成20年7月3日付  信濃毎日新聞 


